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協議項目 農業委員会の委員の定数及び任期 関係項目  

調整方針（案） 

新市に１つの農業委員会を置く。 
農業委員会の選挙による委員の定数は、４０人とする。 
ただし、農業委員会等に関する法律第７条の選挙による委員であっ

た者は、市町村の合併の特例に関する法律第８条第１項の規定を適

用し、合併後１年間、引き続き新市の農業委員会の選挙による委員

として在任する。 
新市においては、農業委員会等に関する法律第１０条の２第２項に

規定する選挙区を設ける。 
選挙区は７選挙区とし、現在の伊那市を６選挙区に分け、現在の高

遠町、現在の長谷村を併せて１選挙区とする。選挙区の定数は、現

在の伊那市区域６選挙区で２４人、現在の高遠町、現在の長谷村の

区域で１６人とする。なお、現在の伊那市６選挙区ごとの定数は、

現行のとおりとする。 
選任による委員は、農業委員会等に関する法律第１２条に規定する

者を委員として選任する。 
新市においては、農業委員会等に関する法律第１９条に規定する農

地部会及び農地部会以外の部会を設置する。 
農業委員協力員制度等については、新市の農業の動向等を踏まえ、

新市の農業委員会で検討する。 

協議結果 方針案のとおり 

関係資料 別添のとおり。 
【参考】農業委員協力員制度について 

     農業委員協力員の役割：農業委員の活動を支援する。 

    （例）農家への農政関係の情報伝達。農地法の各申請の現地審査と意見の具申。農地パトロールなど。 

 


